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平成２８年度 総合教育会議の運営について 

 

１ 基本的な考え方 

総合教育会議は、教育委員会の権限に属する事務に関して、予算の編成や執行、条例

の提案、青少年の健全育成などの首長の権限に属する事務との調和を図るとともに、首

長と教育委員会が共通の認識に立つことを目的として、自由に意見交換するために行わ

れるものである。 

 

２ 平成２８年度の議題 

平成２７年度の総合教育会議は、教育に関する大綱及び第３期久留米市教育改革プラ

ンの策定を議題に据えて運営してきた。 

このことを受けて、平成２８年度の総合教育会議は、教育行政の重要な課題であり、

かつ教育改革プランの重点の一つである「学力の保障と向上について」を議題とする。 

 

３ 会議の運営について 

  第１回（平成２８年７月２５日開催） 

   久留米市が学力の保障と向上に取り組む意義等を明らかにするとともに、久留米市

の児童生徒の学力の状況を様々な角度から分析した内容、及びそれらから導き出され

る課題を提示する。 

   そのうえで、久留米市の状況と課題等について、市長と教育委員会が共通の認識に

立つことを目的とする。 

 

  第２回（平成２８年１０～１１月頃） 

   平成２８年度の全国学力・学習状況調査の結果が出るのを受けて、当該結果及び分

析内容の報告を行う。併せて、学力が高い先進自治体の取り組みを紹介し、それらを

もとにした議論を行う。 

 

  第３回（平成２８年１２～平成２９年１月頃） 

   教育改革プランに掲げる事務事業の進捗状況を報告し、市長と教育委員会による評

価や意見をいただくとともに、新年度に向けた事務事業の方向性を明らかにする。 
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久留米市の児童生徒の学力の保障と向上について 

 

 

１ 学力の保障と向上の意義と効果 

  久留米市は、今年度からスタートした第３期久留米市教育改革プランの重点に「学力

の保障と向上」を掲げており、その意義と効果は次のとおりです。 

 

 (1) 持続可能で活力ある社会を実現する 

人口減少と超高齢化が進行する中、持続可能で活力ある社会を実現するためには、

未来を担う子どもたちが多様な個性や能力を開花させる必要があり、「教育」はそのた

めの基盤となります。 

 

 

 (2) ふるさと久留米に貢献する 

学力に関する指標が良い方向に伸び、久留米市の教育の充実が成果として表れると、

都市の魅力が高まり、人口の増加に資する要因となります。また、久留米に愛着と誇

りを持った子どもたちが成長し、多彩な分野で活躍することは、久留米のまちづくり

への将来的な貢献につながります。 

 

 

 (3) 子どもたち一人ひとりが社会を生き抜く 

   子どもたちが学びへの意欲を持ち、学ぶ楽しさを実感しながら、基本的な知識や技

能を習得し、思考力・判断力・表現力を伸ばすことによって、情報化やグローバル化

の進展変化の激しい社会をたくましく生き抜くことができるようになります。 

 

 

(4) 次世代への貧困の連鎖を断ち切る 

   家庭の経済状況にかかわらず、子どもたちが質の高い教育を受けて基本的な生活習

慣や学力を身に付け、夢や目標に挑戦できるようにすることで、学力の較差が次世代

への貧困につながることを阻止します。 

 

 

 

 

 

 

 



２ 学力の測定方法（全国学力・学習状況調査）の概要 

(1) 基本的な考え方 

全国の児童生徒に対する悉皆調査という特性を有する「全国学力・学習状況調査」

の結果をもとに、久留米市の児童生徒の学力状況を分析します。 

 

 

(2) 全国学力・学習状況調査について 

① 概要 

全国学力・学習状況調査は「教科に関する調査」と「生活習慣や学校環境に関する

調査」で構成され、平成１９年度から小学６年生と中学３年生に対して、毎年度４月

に実施されています。 

 

② 調査内容 

教科に関する調査は、国語・算数（数学）・理科の３科目からなり、国語と算数（数

学）は、知識に関する問題Ａと知識の活用力を問う問題Ｂの２種類です。理科は、

平成２４年度から３年に１回実施されています。 

 

    教科に関する調査 

小学校 中学校 

教科 問題数 教科 問題数 

国語Ａ 14 国語Ａ 33 

国語Ｂ 9 国語Ｂ 9 

算数Ａ 16 数学Ａ 36 

算数Ｂ 13 数学Ｂ 15 

理 科 24 理 科 25 

 

 

生活習慣や学校環境に関する調査 

児童生徒に関する調査 学校に対する調査 

学習の意欲、方法、環境、生活の諸側面等

に関する調査 

指導方法に関する取組みや人的・物的な教

育条件の整備の状況等に関する調査 

 

 

 

 



３ 久留米市の児童生徒の学力の実態 

 (1) 教科別の推移 

教科別の正答率（問題数に対する正答数の割合）に係る久留米市平均と全国平均の

推移は、図１（小学校）と図２（中学校）のとおりです。 

 

小学校 

国語、算数とも過去５年は全国平均を超えることができていません。国語Ｂは全国

平均との差が縮小していますが、算数Ａは全国平均との差が拡大しています。理科も

全国平均を下回り、前回（平成２４年）より差が拡大しています。 

   

    特に課題が見られる問題例（算数） 

問題 

6.3 ＋ 0.22 の答えを 6.52 と求めました。この答えが正しいかどうかを 

次のように確かめます。下のア、イ、ウに入る数を書きましょう。 

「ア－イ を計算して、ウになるかどうかを確かめます」 

正答 （ア）6.52 （イ）0.22 （ウ）6.3 

対応 
計算結果が大きく誤っていても気付かない実態があるため、振り返って判断

できるようにする学習を重視します。 

 

中学校 

国語、数学とも過去５年の大部分で全国平均を超えることができていません。全国

平均との差は、国語が横ばいで、数学は差が拡大しています。理科は全国平均を下回

り、前回よりも差が縮小しています。 

 

特に課題が見られる問題の例（国語） 

問題 

次の文の下線部を、聞いて分かりやすい言葉に直したいと思います。次の

（  ）に当てはまる言葉を１０字以内で書きなさい。 

「この企画の成否は、彼のさじ加減一つで決まる」 

「この企画が（   ）は、彼のさじ加減一つで決まる」 

正答 成功するかしないか（失敗するかしないかでも可） 

対応 
聞き手を意識し、分かりやすい語句を選択する問題に課題があるため、語句

の意味や使い方について考える学習を重視します。 

 

 

以上を踏まえ、小学校中学年以降の対策や学習内容が高度化する中学校入学以降の

対策が重要であると言えます。 



(2) 自尊感情と学力の相関 

   平成２７年度の調査において、児童生徒の自尊感情を問う質問「自分には、よいと

ころがあると思いますか」の回答状況と各科目の正答率との相関を調べた結果は、図

３（小学校）と図４（中学校）のとおりです。 

 

   全教科、小中学校を通じて「自分には、よいところがある」と思う児童生徒ほど、

学力が高い傾向が見られます。学校だけでなく、家庭も含めて子どもと向き合い、ほ

めたり励ましたりすることが重要と言えます。 

 

(3)  学習習慣と学力の相関 

   平成２７年度の調査において、児童生徒の学習習慣を問う質問「学校の授業時間以

外に、普段１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか」の回答状況と各科目の正

答率との相関を調べた結果は、図５（小学校）と図６（中学校）のとおりです。 

 

   全教科、小中学校を通じて、学校以外の勉強時間が多いほど学力が高い関係にあり

ます。１時間以上勉強すると効果的ですが、３０分以上机に付く時間を持つだけでも

一定の効果があるため、まずは習慣付けることが重要と言えます。 

 

(4)  学習塾に通う児童生徒とそうでない児童生徒の学力の相関 

   平成２７年度の調査において、学習塾等の利用を問う質問「学習塾（家庭教師を含

む）で勉強していますか」の回答状況と各科目の正答率との相関を調べた結果は、図

７（小学校）と図８（中学校）のとおりです。 

 

   学習塾に通っていない児童生徒は、小学校で約６割、中学校で約４割です。通わな

いからといって、必ずしも学力が低いわけではありませんが、学習内容が高度化する

中学校では、通う生徒とそうでない生徒の差が生じやすくなっています。 

 

   これらの状況を受けて、平成２７年度より中学生を対象とした無料塾を開設するな

ど、学習習慣の形成と学習支援に取り組んでいます。 

 

(5) 将来の夢や目標の有無と学力の相関 

   平成２７年度の調査において、将来の夢や目標を問う質問「将来の夢や目標を持っ

ていますか」の回答状況と各科目の正答率との相関を調べた結果は、図９（小学校）

と図１０（中学校）のとおりです。 

 

   将来の夢や目標の有無と学力の相関では、「夢や目標を持っていない児童生徒」の学

力は低い傾向にあります。したがって、将来のキャリアや職業生活に関する情報を児

童生徒に伝えていくことが重要と言えます。 

 

 



(6) 正規教員の割合と学力の相関 

   久留米市の教員定数に占める正規教員の割合と、平成２７年度の調査における全教

科の正答率との相関を調べた結果は、図１１のとおりです。正規教員の割合の低下に

連れて学力も下降するなど、一定の相関はあると考えられます。 

 

   なお、教員の大量退職に伴い配置される新規採用教員に対しては、初任者研修をよ

り充実させるなど、世代交代による学力への影響回避に努めています。 

 

 

(7) 正答数別の児童生徒の分布状況 

 正答した問題数別の児童生徒の分布状況は、図１２（小学校）と図１３（中学校）

のとおりです。 

 

 久留米市の児童生徒は学力低位層に多く分布し、その割合は全国や福岡県を上回っ

ています。一方で、学力高位層の分布では、全国や福岡県を下回っており、このこと

が学力の低さの一因となっています。さらに、正答率を引き下げる「無答者」につい

ても、久留米市の割合が全国や福岡県平均を上回っています。 

 

 これらの状況を受けて、過去に出題された問題を踏まえた練習や時間配分に関する

指導を行い、児童生徒が戸惑わないようにする取り組みを行っています。 

 

 

４ 具体的な取り組み 

(1) 教育委員会 

教育委員会において、学力の保障と向上に向けて取り組んでいる事業は、主に次の

とおりです。 

  （資料１）小学校くるめ学力アップ推進事業 

  （資料２）中学校くるめ学力アップ推進事業 

  

 (2) 学校 

教育の最前線で子どもたちと直接向き合う学校では、各校で創意工夫をこらした取

り組みが行われています。全国学力・学習状況調査の結果の伸び率が顕著な学校の取

り組みは、次のとおりです。 

  （資料３）小学校 水曜日の朝に国語タイムを実施 

  （資料４）小学校 月２回金曜日の放課後に補充学習 

  （資料５）小学校 調査の問題を実際に解いて問題の特徴を把握 

  （資料６）小学校 学年×１０分間を目安とする宿題の工夫 

  （資料７）中学校 放課後チャレンジ学習塾 

  （資料８）中学校 学年統一宿題と月曜テストの実施 
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参考１

単位％

順位 都道府県 全教科 国語A 国語B 算数A 算数B 理科

1 秋田県 70.4 76.0 76.4 81.2 51.5 66.7

2 石川県 69.1 74.4 73.5 80.3 50.4 66.7

3 福井県 68.4 73.8 72.1 79.2 50.0 66.8

4 青森県 67.4 75.1 69.8 78.5 47.4 66.3

5 富山県 67.3 72.9 70.1 78.5 47.5 67.5

6 広島県 66.2 73.8 69.7 77.7 46.7 63.2

7 京都府 65.4 72.1 67.5 77.6 47.5 62.2

8 東京都 65.3 72.3 66.5 77.4 47.8 62.4

9 新潟県 65.2 73.2 67.2 77.4 44.9 63.1

9 山口県 65.2 72.1 67.5 77.1 46.4 62.7

11 香川県 65.1 72.3 69.5 74.3 47.0 62.3

12 愛媛県 64.9 69.9 67.7 75.1 47.9 63.9

13 茨城県 64.6 71.2 67.2 75.4 45.1 64.2

14 高知県 64.5 73.4 67.0 77.0 44.6 60.3

14 大分県 64.5 71.5 66.7 76.7 44.6 62.8

16 静岡県 64.4 71.7 67.8 77.2 45.3 60.2

17 岩手県 64.2 73.1 67.9 75.6 42.8 61.6

18 長野県 63.7 70.4 66.4 75.0 45.4 61.3

19 鳥取県 63.6 71.5 66.8 74.6 45.2 60.1

19 兵庫県 63.6 70.1 65.5 75.2 46.9 60.3

19 沖縄県 63.6 69.3 67.3 77.7 44.7 59.0

19 熊本県 63.6 70.2 64.0 75.5 45.6 62.6

23 千葉県 63.5 71.5 64.5 74.7 45.1 61.9

63.3 70.0 65.4 75.2 45.0 60.8

24 鹿児島県 63.2 68.4 65.8 75.9 42.5 63.4

25 奈良県 63.1 70.5 64.7 75.5 44.8 60.0

26 群馬県 63.0 71.1 64.2 74.9 43.2 61.7

27 徳島県 62.9 68.5 66.1 74.6 45.5 59.7

27 佐賀県 62.9 70.4 64.6 74.6 43.7 61.0

29 福島県 62.7 71.0 65.3 74.3 42.4 60.7

29 岡山県 62.7 69.2 64.5 75.2 44.8 59.9

29 和歌山県 62.7 69.5 64.5 75.6 44.9 59.0

29 宮崎県 62.7 72.1 64.0 73.7 43.7 60.0

29 福岡県 62.7 69.8 65.1 74.7 44.2 59.5

34 岐阜県 62.4 67.8 65.9 73.8 43.6 60.8

35 山形県 62.3 70.6 63.6 73.4 42.1 62.0

35 三重県 62.3 68.0 65.3 74.8 44.1 59.2

35 神奈川県 62.3 67.9 64.3 74.0 44.8 60.4

38 宮城県 62.0 69.6 63.9 74.1 42.7 59.6

39 山梨県 61.9 68.5 64.8 74.1 41.9 60.4

39 長崎県 61.9 69.0 64.1 74.0 43.5 58.8

41 栃木県 61.8 68.9 63.1 73.9 43.0 60.0

42 埼玉県 61.7 68.7 64.2 73.1 43.1 59.2

43 愛知県 61.6 66.6 63.0 73.4 45.7 59.3

44 島根県 61.5 69.3 63.8 72.4 42.2 59.8

45 大阪府 61.3 67.6 62.7 74.8 44.1 57.3

46 滋賀県 61.2 68.6 63.7 72.7 43.0 58.0

47 北海道 61.0 68.1 63.0 72.3 42.5 59.3

平成２７年度　全国学力・学習状況調査 （小学校）　

都道府県別の平均正答率　全教科順位

全国（公立）



参考２

単位％

順位 都道府県 全教科 国語A 国語B 数学A 数学B 理科

1 福井県 65.9 79.5 69.8 71.1 47.7 61.3

2 秋田県 65.3 80.8 70.7 68.4 46.9 59.6

3 石川県 63.6 78.1 69.1 67.8 44.9 58.2

4 富山県 63.4 78.1 68.2 67.1 44.5 59.2

5 岐阜県 62.3 76.4 68.3 65.7 44.2 56.8

6 静岡県 62.0 76.3 67.7 66.0 44.6 55.3

6 愛知県 62.0 76.4 66.3 67.2 43.8 56.1

8 群馬県 61.9 77.0 67.4 65.3 42.6 57.0

9 愛媛県 61.5 77.0 66.5 65.4 43.2 55.2

10 東京都 61.4 77.2 67.0 66.3 44.0 52.5

11 兵庫県 61.2 77.1 65.9 67.1 42.8 53.3

12 神奈川県 60.7 76.0 66.5 65.0 43.3 52.8

12 京都府 60.7 76.7 66.5 65.3 42.5 52.6

12 山口県 60.7 76.4 66.3 65.3 42.4 53.0

12 茨城県 60.7 76.4 67.5 63.1 41.4 54.9

16 広島県 60.6 76.5 67.0 64.6 42.7 52.2

17 山形県 60.3 76.8 66.3 63.4 40.3 54.9

17 鳥取県 60.3 76.9 66.2 64.3 41.2 53.0

17 熊本県 60.3 75.2 66.2 64.0 41.6 54.4

20 山梨県 60.2 76.1 66.2 63.6 41.2 54.1

21 新潟県 60.1 76.0 66.0 64.4 42.2 52.1

60.1 75.8 65.8 64.4 41.6 53.0

22 宮城県 60.0 76.1 66.2 63.1 40.7 53.7

22 奈良県 60.0 76.2 65.1 65.3 41.7 51.5

22 香川県 60.0 76.0 64.9 64.4 41.3 53.2

25 青森県 59.8 76.0 64.8 64.4 39.8 53.8

26 千葉県 59.7 76.0 65.7 63.4 41.6 52.0

27 長野県 59.6 76.2 65.0 63.5 40.6 52.8

27 栃木県 59.6 75.7 65.2 63.5 40.4 53.1

29 徳島県 59.5 75.7 64.3 65.4 39.9 52.4

29 北海道 59.5 75.8 65.7 63.0 39.7 53.3

29 長崎県 59.5 75.5 66.0 64.1 40.3 51.6

32 大分県 59.4 75.9 65.6 63.0 39.4 52.9

33 島根県 59.3 75.7 65.6 62.7 39.6 53.1

34 三重県 59.2 75.0 64.3 64.3 40.6 51.9

35 大阪府 59.1 74.4 64.8 64.3 41.4 50.8

36 埼玉県 59.0 74.9 64.7 63.2 40.4 51.6

37 宮崎県 58.7 74.0 64.7 63.8 40.0 51.1

38 福岡県 58.5 74.6 64.5 62.2 39.8 51.3

39 福島県 58.3 75.2 64.5 61.2 38.1 52.5

40 滋賀県 58.2 74.1 63.8 63.8 39.2 50.3

40 岡山県 58.2 74.8 63.5 62.9 38.3 51.5

42 鹿児島県 58.1 73.3 64.1 61.7 39.4 51.9

43 和歌山県 58.0 73.4 62.9 64.0 39.6 50.1

44 岩手県 57.6 75.5 64.8 60.1 36.7 50.7

45 佐賀県 57.4 73.9 63.3 61.7 38.6 49.6

46 高知県 55.9 73.3 62.9 59.9 36.2 47.3

47 沖縄県 53.4 70.0 61.3 55.8 34.0 45.9

全国（公立）

都道府県別の平均正答率　全教科順位

平成２７年度　全国学力・学習状況調査 （中学校）　



図１　教科別の推移（小学校）

H22 H24 H25 H26 H27 H22 H24 H25 H26 H27

久留米市 82.5 80.0 62.4 70.5 68.3 久留米市 74.6 52.2 46.6 52.9 63.2

全国 83.3 81.6 62.7 72.9 70.0 全国 77.8 55.6 49.4 55.5 65.4

差 ▲ 0.8 ▲ 1.6 ▲ 0.3 ▲ 2.4 ▲ 1.7 差 ▲ 3.2 ▲ 3.4 ▲ 2.8 ▲ 2.6 ▲ 2.2

H22 H24 H25 H26 H27 H22 H24 H25 H26 H27

久留米市 71.3 71.7 75.8 76.0 72.1 久留米市 48.2 56.2 58.3 55.2 42.7

全国 74.2 73.3 77.2 78.1 75.2 全国 49.3 58.9 58.4 58.2 45.0

差 ▲ 2.9 ▲ 1.6 ▲ 1.4 ▲ 2.1 ▲ 3.1 差 ▲ 1.1 ▲ 2.7 ▲ 0.1 ▲ 3.0 ▲ 2.3

H22 H24 H25 H26 H27

久留米市 - 58.0 - - 57.0

全国 - 60.9 - - 60.8

差 ▲ 2.9 ▲ 3.8

小学校　理科

小学校　国語Ａ

小学校　算数Ａ 小学校　算数Ｂ

小学校　国語Ｂ
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図２　教科別の推移（中学校）

H22 H24 H25 H26 H27 H22 H24 H25 H26 H27

久留米市 73.0 71.8 72.0 75.9 72.3 久留米市 65.9 59.4 62.9 47.8 62.6

全国 75.1 75.1 76.4 79.4 75.8 全国 65.3 63.3 67.4 51.0 65.8

差 ▲ 2.1 ▲ 3.3 ▲ 4.4 ▲ 3.5 ▲ 3.5 差 0.6 ▲ 3.9 ▲ 4.5 ▲ 3.2 ▲ 3.2

H22 H24 H25 H26 H27 H22 H24 H25 H26 H27

久留米市 62.0 56.3 59.9 64.4 60.3 久留米市 42.7 42.2 36.5 56.1 37.3

全国 64.6 62.1 63.7 67.4 64.4 全国 43.3 49.3 41.5 59.8 41.6

差 ▲ 2.6 ▲ 5.8 ▲ 3.8 ▲ 3.0 ▲ 4.1 差 ▲ 0.6 ▲ 7.1 ▲ 5.0 ▲ 3.7 ▲ 4.3

H22 H24 H25 H26 H27

久留米市 - 45.8 - - 49.3

全国 - 51.0 - - 53.0

差 ▲ 5.2 ▲ 3.7

中学校　理科

中学校　国語Ａ 中学校　国語Ｂ

中学校　数学Ａ 中学校　数学Ｂ
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図３　自尊感情と学力の相関（小学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

当てはまる ① 771 30.6 70.1 65.5 75.0 45.1 59.1

どちらかといえば、当てはまる ② 1,045 41.5 69.6 65.5 72.4 43.6 58.0

③ 509 20.2 67.1 61.3 70.8 41.0 55.1

当てはまらない ④ 191 7.6 58.3 48.5 62.4 32.7 49.0

その他・無回答 2 0.1 - - - - -

2,518 100.0

 自分には、よいところがあると思いますか。

計

（児童数）人　　（左記以外）％

どちらかといえば、当てはまらない
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図４　自尊感情と学力の相関（中学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

当てはまる ① 449 17.6 73.1 63.3 63.3 39.4 51.4

どちらかといえば、当てはまる ② 1,094 42.9 74.3 65.4 63.4 40.6 62.3

③ 738 28.9 70.2 59.7 56.7 33.7 45.9

当てはまらない ④ 267 10.5 69.1 58.6 53.8 30.6 43.6

その他・無回答 5 0.2 - - - - -

2,553 100.0

 自分には、よいところがあると思いますか。

（生徒数）人　　（左記以外）％

計
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図５　学習習慣と学力の相関（小学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

３時間以上 ① 237 9.4 76.4 71.4 80.4 52.8 63.2

２時間以上、３時間より少ない ② 344 13.7 72.0 65.9 74.5 45.5 58.9

１時間以上、２時間より少ない ③ 820 32.6 70.0 65.9 74.3 44.6 59.4

３０分以上、１時間より少ない ④ 766 30.4 67.4 63.5 70.8 40.9 55.9

３０分より少ない ⑤ 255 10.1 59.1 51.4 62.9 33.2 49.5

まったくしない ⑥ 95 3.8 54.0 42.2 59.1 30.4 44.0

その他・無回答 1 0.0 - - - - -

2,518 100.0計

 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。
（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

（児童数）人　　（左記以外）％
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図６　学習習慣と学力の相関（中学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

３時間以上 ① 321 12.6 75.3 65.7 67.3 43.3 54.3

２時間以上、３時間より少ない ② 624 24.4 76.7 66.6 66.5 42.3 54.0

１時間以上、２時間より少ない ③ 682 26.7 72.8 64.2 61.3 37.9 49.6

３０分以上、１時間より少ない ④ 456 17.9 70.6 60.9 56.7 34.1 47.1

３０分より少ない ⑤ 296 11.6 68.2 58.0 52.2 30.7 43.9

まったくしない ⑥ 168 6.6 60.7 48.7 45.0 26.3 37.2

その他・無回答 6 0.3 - - - - -

2,553 100.0計

 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をします
か。（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

（生徒数）人　　（左記以外）％
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図７　学習塾の利用と学力の相関（小学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

学習塾に通っていない ① 1,465 58.2 67.8 63.7 71.9 42.1 57.2

② 441 17.5 75.2 68.9 78.8 51.4 61.8

③ 186 7.4 59.5 52.0 60.9 29.8 45.9

②と③の両方を勉強している ④ 199 7.9 72.0 67.6 75.5 45.5 59.8

⑤ 218 8.7 63.0 55.6 66.7 37.9 54.2

その他・無回答 9 0.4 - - - - -

2,518 100.0計

学習塾（家庭教師を含む）で勉強していますか。

（児童数）人　　（左記以外）％

学校の勉強より進んだ内容や難
しい内容を勉強している

学校の勉強でよく分からなかっ
た内容を勉強している

②と③の内容のどちらともいえな
い
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図８　学習塾の利用と学力の相関（中学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

学習塾に通っていない ① 1,028 40.3 70.5 60.6 55.4 34.0 47.2

② 455 17.8 77.2 66.7 69.5 45.9 56.1

③ 210 8.2 61.3 51.9 50.2 26.7 38.6

②と③の両方を勉強している ④ 693 27.1 76.4 67.6 66.7 41.9 53.6

⑤ 156 6.1 67.8 58.0 53.4 29.8 40.2

その他・無回答 11 0.5 - - - - -

2,553 100.0

学習塾（家庭教師を含む）で勉強していますか。

計

（生徒数）人　　（左記以外）％

学校の勉強より進んだ内容や難
しい内容を勉強している

学校の勉強でよく分からなかっ
た内容を勉強している

②と③の内容のどちらともいえな
い
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図９　将来の夢や目標の有無と学力の相関（小学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

当てはまる ① 1,658 65.8 68.5 63.6 71.7 42.3 56.5

② 465 18.5 70.0 64.0 73.4 44.9 58.7

③ 238 9.5 67.8 64.2 74.7 44.2 60.6

当てはまらない ④ 151 6.0 63.0 56.3 68.7 36.8 52.0

その他・無回答 6 0.2 - - - - -

2,518 100.0計

将来の夢や目標を持っていますか。

（児童数）人　　（左記以外）％

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらな
い
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図１０　将来の夢や目標の有無と学力の相関（中学校）

質問

選択肢 児童数 割合 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

当てはまる ① 1,096 42.9 73.2 63.7 61.1 37.9 50.5

② 680 26.6 73.2 63.2 61.2 38.8 50.2

③ 499 19.5 71.4 62.5 59.9 36.7 48.6

当てはまらない ④ 270 10.6 68.5 58.6 56.9 32.8 44.5

その他・無回答 8 0.3 - - - - -

2,553 100.0

将来の夢や目標を持っていますか。

計

（生徒数）人　　（左記以外）％

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらな
い
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図１１　正規教員の割合と学力の相関

H22 H24 H25 H26 H27 H22 H24 H25 H26 H27

国語Ａ 82.5 80.0 62.4 70.5 68.3 国語Ａ 73.0 71.8 72.0 75.9 72.3

国語Ｂ 74.6 52.2 46.6 52.9 63.2 国語Ｂ 65.9 59.4 62.9 47.8 62.6

算数Ａ 71.3 71.7 75.8 76.0 72.1 数学Ａ 62.0 56.3 59.9 64.4 60.3

算数Ｂ 48.2 56.2 58.3 55.2 42.7 数学Ｂ 42.7 42.2 36.5 56.1 37.3

平均正答率 69.2 65.0 60.8 63.7 61.6 平均正答率 60.9 57.4 57.8 61.1 58.1

小学校 正規教員の状況 中学校 正規教員の状況

H22 H24 H25 H26 H27 H22 H24 H25 H26 H27

正規割合 87.6 87.5 86.8 85.4 86.0 正規割合 86.0 78.7 77.6 77.5 76.2

人数 784 794 791 775 793 人数 418 387 382 385 384

＊ 学力と合わせるため平成23年度は省略している。 ＊ 学力と合わせるため平成23年度は省略している。
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図１２　正答数別の分布状況（小学校）

国語Ａ（全１４問）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

久留米市 9.6 68.3 10.0 0.2 0.5 0.9 1.4 2.6 3.8 5.7 7.6 10.2 10.7 13.0 14.0 14.0 11.0 4.3

福岡県 9.8 69.8 10.0 0.1 0.3 0.7 1.2 2.1 3.4 5.0 7.3 9.6 11.3 13.9 14.7 14.2 11.3 4.9

全国 9.8 70.0 10.0 0.2 0.4 0.7 1.3 2.1 3.3 5.0 7.1 9.3 11.4 13.3 14.4 14.1 11.4 6.1

算数Ｂ（全１３問）
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図１３　正答数別の分布状況（中学校）

国語Ｂ（全９問）
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久留米市 5.6 62.6 6.0 1.8 3.6 4.3 6.6 9.5 14.3 19.2 22.4 13.8 4.4

福岡県 5.8 64.5 6.0 1.4 2.6 4.1 5.7 8.6 13.8 20.8 23.5 15.2 4.4

全国 5.9 65.8 6.0 1.2 2.3 3.6 5.3 8.3 13.5 20.6 23.8 16.2 5.2

数学Ｂ（全１５問）
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福岡県 6.0 39.8 6.0 3.7 7.9 9.8 9.8 9.8 8.9 8.0 7.6 6.9 6.4 6.2 5.4 4.5 3.1 1.5 0.4

全国 6.2 41.6 6.0 3.1 7.0 9.1 9.6 9.3 8.9 8.3 7.7 7.2 6.9 6.4 5.8 4.9 3.5 1.8 0.5
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 小学校くるめ学力アップ推進事業     

 

                      平成２８年度予算額       ６０，３７８千円 

                                                  H27：４６，３３９千円 

１ 目 的 

 小学校中学年及び５年生児童の確かな学力を育成するために、非常勤講師を派遣し、

授業改善・補充学習・学習規律の確立にかかる支援を行う。また、市内全小学校に対し

て、学生及び地域ボランティアを派遣して行う放課後補充学習を実施することで小学校

の学力向上を図る。 

２ 内 容 

（１） 小学校中学年において学力面で課題が見受けられる小学校に対して、学級規模

に応じて非常勤講師を配置して習熟度別や課題別などの多様な学習形態による少

人数授業を行い、一人一人の児童へのきめ細かな対応を図る。 

（２）  学力等に課題の見られる小学校に対して学校規模に応じて非常勤講師を配置し、

各種学力調査の分析に基づいて指導の方向性を示し、学習規律の確立、授業改善、

補充学習にかかる支援を行う。 

（３） 全小学校に対して学生、地域ボランティアを派遣し、基礎的・基本的な学習内

容の定着と学習習慣の定着を図る。 

①放課後、週２回程度（長期休業中も可） 

②１回の派遣時間：１時間３０分程度 

③派遣１回の旅費：１，０００円（校区内の地域ボランティアを除く） 

④派遣にともなう保険を市で負担、各学校に活動消耗品費を支給 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 中学校くるめ学力アップ推進事業    

 

                      平成２８年度予算額       ３３，７１７千円 

                                                  H27：２９，００５千円 

１ 目 的 

 中学校の学力向上を図るため、教務担当主幹教諭を学力向上コーディネーターとして

専任化し、学力向上の取組の企画・推進を行えるように、担当する教科の授業について

は非常勤講師を配当する。また、学習習慣定着に向けた放課後や長期休業中の補充学習

の実施のために、学生や地域ボランティアを派遣し、復習や宿題に取り組む学習支援体

制の構築を図る。さらに、帰宅後の学習支援を継続的に行うために、中学生を対象とし

た無料塾を開設し、学校やスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーと連携

して支援を行う。 

 

２ 内 容 

(1) 教務担当主幹教諭を学力向上コーディネーターに専任化し、後補充として非常勤

講師を配置する。 

(2) 全中学校に対して学生、地域ボランティアを派遣し、基礎的・基本的な学習内容

の定着と学習習慣の定着を図る。 

・放課後、週２回程度（長期休業中も可） 

・１回の派遣時間：１時間３０分程度 

・派遣１回の謝金：１，０００円（校区内の地域ボランティアを除く） 

・派遣にともなう保険を市で負担、各学校に活動消耗品費を支給 

(3) ＮＰＯに運営を委託し中学生を対象とした無料塾を開設し、学習支援行う。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校くるめ学力アップ推進事業

学習習慣定着支援 学力向上
コーディネーター

くるめっ子塾

学生や地域ボラン
ティアを派遣し、
補充学習を実施

学習内容の定着と
学習習慣の定着

ＮＰＯに委託して中学
生対象の無料塾を
開設

生徒の居場所づくりと
学習支援

教務担当主幹教諭を
学力向上コーディ
ネーターに専任化

学力向上の中心的
立場として学力向上
策を企画・推進

確かな学力の育成確かな学力の育成
 



方針を意識して方策を行っていきます

方針Ⅰ 基礎・基本の定着 補充学習→学校主体で

小学校 水曜日 朝の国語タイム（全学年）

○｢アシストシート」
の基本問題から
チャレンジ問題へ
○適宜、漢字のテス
トも実施

○他の曜日には読書
や算数タイムも

○分析で明らかになった「中学年の漢字」「５年生までの話す
・書く・読む」の課題に対応

○担任と特別支援学級担任、管理職の２人体制での指導



方針を意識して方策を行っていきます

方針Ⅰ 基礎・基本の定着

小学校 月２回 金曜日の放課後 ２年生対象

○担任がプリントを
準備

○地域の方がまる
付けや問題の解
き方を説明

○小学校の隣にあるコミュニティセンターで実施
○学習習慣定着事業（放課後教室）の一環

補充学習→地域と連携して



調査結果と日々の授業をつないで改善を図ります

小学校

○研修で実際に調査問題を解き、問題の特徴を把握する。

研究主任が校内での
学力向上研修会を
コーディネートする。



方針を意識して方策を行っていきます

方針Ⅰ 基礎・基本の定着 家庭学習→補充を意識

小学校 学年×１０分、宿題の内容を工夫して

○〔５年生〕
漢字ドリル・計算ドリル

＋
２、３、４年生の問題

（プリント）
○〔６年生〕
漢ド（20分）計ド（15分）
国・算プリント（25分）
※時には社・理も

○低・中学年の問題→できると言う自信、反復による定着
○最後まで問題を解く粘り強さ→無答率の減少

簡単な問題や初見の問題など工夫して

＋

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.hiroshima-kyouiku.co.jp/shingakusha_drill.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CCgQwW4wCTgoahUKEwiPoP3n88_IAhXFmZQKHQuRDVg&usg=AFQjCNHrOLkIMJjqHMTolhFy-xN33T-2_g
http://www.google.co.jp/url?url=http://www.hiroshima-kyouiku.co.jp/shingakusha_drill.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CCgQwW4wCTgoahUKEwiPoP3n88_IAhXFmZQKHQuRDVg&usg=AFQjCNHrOLkIMJjqHMTolhFy-xN33T-2_g


方針を意識して方策を行っていきます

方針Ⅰ 基礎・基本の定着 補充学習→学校主体

中学校 「放課後チャレンジ学習塾」にひと工夫

○場所：職員室前の廊下
○参加方法：
登録制 （保護者・顧問
の許可、欠席連絡）
週１回（月～水のうち）
１時間の学習

○場所を職員室前廊下に移動することで職員も多くが参加
○登録制にし、週１回１時間の参加で部活動との両立



方針を意識して方策を行っていきます

方針Ⅰ 基礎・基本の定着 家庭学習→補充を意識

中学校 学年統一宿題と月曜テストで定着を図る

○学年統一の宿題（プリント）
○週ごとに各教科で作成
（１日10問ずつ）

○問題は調査問題等を活用
○翌週の月曜日に確認テスト
○確認テストは再テストあり

○教科担任が週ごとに宿題を作成し、学年全体の課題と
することで、家庭での学習習慣の定着を図る。

○確認テストで基礎・基本の定着を図る。

国語

数学

社会

理科

英語

確
認
テ
ス
ト


